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わが母校　よ　　　い　ざ　さ　ら　ば
3月14日、遠賀巾′幸枝の卒業式が行われました。式典の後、級友との最後の席につき校友を確かめあった後、

恩師、在校生、父兄等が見送る校帥こ向いましたが、どの生徒にも明日への希望がみちあふれていました。

i人のうこき（架緒譜）i　　　＊　4月の税金米
人　　口　　　14．572人（＋40）

男　　　　　　7，043人（＋11）

女　　　　　　7，529人（＋29）

胆語数　　　　3．997戸（†1）

転　　入　　97　　　転　1　63

出　　生　11　　死　　亡　　5

（）内　は　部i月∴比

軽　自　動車税　（定　期）

固定資産税　（第1期）

4月11日（土）一4月25日（土）まで

4月は河川美化月間　美しい川は、遠賀町の誇りです。
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華らしの中の灘相談旦

胎児や内緒の妻も
掴続人（こなれるて“しょうか

「暮らしの中の法律相談」を今回より25日号で連載します。次回は遺言です。

国
民
年
金
の
保
険
料

4
月
か
ら
月
額
四
千
五
百
円
に

あ
な
た
の
老
後
の
生
活
を
守
る
国
民
年
金
も
年

ご
と
に
改
善
さ
れ
、
着
実
に
頼
り
に
な
る
毎
会
へ

成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
ま
た
物
価
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
、
約
7

％
の
年
金
額
の
引
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
年
金
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
一

方
、
平
均
寿
命
の
伸
び
と
と
も
に
受
給
者
は
増
え
、

受
給
期
間
は
長
く
な
り
、
こ
の
給
付
の
た
め
の
費

用
は
急
増
を
続
け
て
い
ま
す
。

適

正

負

担

に

ご

理

解

を

こ
う
し
た
給
付
費
に
見
合
う
必
要
な
保
険
料
（
平
準
保
険
料
）
は
、
数
瑚
計
第

上
八
千
円
軽
度
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
国
民
年
金
の
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
制
度
を
健
全
な
も
の

と
す
る
た
め
に
1
月
か
ら
保
険
料
が
四
千
五
百
円
に
改
定
さ
れ
ろ
わ
け
で
す
。

皆
さ
ん
の
負
担
も
増
え
て
き
ま
す
が
、
よ
り
よ
い
年
金
を
受
け
と
る
た
め
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

脇
和
5
5
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
4
月
末
日
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。

昭
和
5
5
年
度
（
昭
和
弱
年
4
月
分
－
昭
和
5
6
年
3
月
分
）
　
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
4
月
末
日
ま
で
に
納
め
な
い
と
、
い
ま
お
手
元
に
あ
る
役
場
発
行
の
納
付
書

で
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
国
の
納
付
謀
で
銀
行
や
郵
便
局
に
払
い
込
む
か
、
ま
た
は
直
接
社
会
保

険
穂
務
所
に
出
向
い
て
納
め
る
と
い
う
大
変
面
倒
は
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
面
倒
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
昭
和
5
5
年
度
の
保
険
料
は
必
ず
4

月
末
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
せ
ん
と
、
万
一
け
が
を
し
た
り
こ
主
人
を
亡

く
し
た
と
き
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
老
齢
年

金
さ
え
も
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

郵
政
が
あ
っ
て
か
ら
あ
と
で
締
め
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

∧
間
V
　
椙
競
制
虞
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
今
年
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ど

の
よ
う
な
点
が
変
わ
っ
た
の
で

す
か
9
ま
た
、
胎
児
や
内
縁
の

義
は
相
続
人
と
し
て
睦
め
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

ら
の
血
族
相
続
人
と
と
も
に
、
帯
に
相

続
人
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
お
た
ず
ね
の
よ
う
に
拭
法
の

相
続
制
度
の
一
都
が
改
正
さ
れ
、
今
年

の
1
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
改
正
点
を
嗣
介
し
ま
し
ょ
う

第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
配
偶
者
の
相

続
分
が
次
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

＜
答
∨
　
相
続
と
は
、
人
　
（
被
相
続

人
）
が
死
亡
し
た
鶴
合
に
、
そ
の
人
が

残
し
た
財
産
を
相
続
人
が
受
け
継
ぐ
こ

と
を
い
い
ま
す
。

嶋
法
で
は
、
相
続
人
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
血
縁

の
あ
る
者
が
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
相

続
人
と
な
り
ま
す
。

①
了
（
謎
子
を
含
み
ま
す
）
ま
た
は

そ
の
代
襲
相
続
人
（
相
続
人
が
先
に
死

亡
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
相
談
で
き
な
い

と
き
に
代
わ
り
に
相
続
す
る
者
i
I
相

続
人
と
な
る
は
ず
の
子
の
子
、
孫
な

ど）
⑨
直
系
尊
属
（
父
母
、
祖
父
母
な
ど
）

⑤
兄
弟
姉
妹
ま
た
は
そ
の
代
攫
相
続

人
（
相
続
人
と
な
る
は
ず
の
兄
弟
姉
妹

の
子
）
　
つ
ま
り
、
子
及
び
そ
の
代
設
相

続
人
も
い
な
い
場
合
は
直
系
尊
属
が
、

瞳
系
尊
属
も
い
な
い
場
合
は
兄
弟
姉
妹

ま
た
は
そ
の
代
理
相
続
人
が
相
続
人
と

な
る
の
で
す
。
ま
た
配
偶
者
は
、
こ
れ

こ
と
で
す
。

▽
子
と
と
も
に

相
続
す
る
と
き
I

I
造
舵
の
拓
か
ら

椀
へ▽

直
系
尊
属
と

と
も
に
相
続
す
る

と
き
　
ー
　
向
光
か

ら
％
へ

ず
兄
弟
姉
妹
と

と
も
に
相
続
す
る

と
き
【
－
周
％
か

ら
牝
へ

同
時
に
、
遺
瑠

分
（
被
相
続
人
が
生
前
の
贈
与
や
適
者

に
よ
っ
て
財
産
を
処
分
し
て
も
、
相
続

人
が
取
得
で
き
る
最
低
限
度
の
財
産
）

も
、
相
続
人
の
巾
に
配
偶
者
が
含
ま
れ

る
場
合
は
、
す
べ
て
％
と
な
り
ま
し

た。

ま
た
、
遺
産
の
分
割
を
公
平
な
も
の

に
す
る
た
め
「
寄
与
分
制
度
」
が
新
し

く
浸
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
梗
概

約
人
の
財
勝
を
納
得
し
た
り
増
や
し
た

り
す
る
の
に
労
力
し
て
実
鮫
の
あ
っ
た

相
続
人
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
分
を
相

緋
分
に
l
潰
み
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

ほ
か
、
兄
弟
姐
妹
が
相
続
人
と
な
る

場
合
の
代
製
相
続
人
が
、
お
い
・
め
い

（
兄
弟
姉
妹
の
す
‥
に
制
限
さ
れ
ま
し

た。

次
に
、
胎
児
の
相
続
櫛
に
つ
い
て
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

嶋
法
で
は
、
原
則
と
し
て
、
人
は
出

生
に
よ
っ
て
櫛
利
能
力
（
櫛
利
の
千
体

と
な
れ
ろ
こ
と
し
i
l
　
を
得
る
も
の
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
例
外
と
し
て
、
相
続

や
代
饗
相
続
等
に
つ
い
て
は
、
胎
児

は
、
す
で
に
住
ま
れ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
お
な
か
の
中

の
子
も
立
派
な
相
続
人
に
は
か
な
ら
な

い
の
で
す
。
た
だ
、
死
積
や
双
子
な
ど

の
朗
合
も
あ
る
こ
と
を
脅
え
る
と
、
避

B
I
分
割
は
、
小
生
を
亘
っ
て
す
る
万
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
因
縁
の
妻
は
法
律

上
の
配
偶
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

相
続
人
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

遺
言
に
よ
っ
て
内
縁
の
菱
に
も
財
踵
が

与
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
相
続

人
が
い
な
い
勘
合
に
は
、
内
縁
の
要
な

ど
の
縁
故
者
か
ら
相
続
財
産
の
全
都
ま

た
は
一
部
を
分
与
す
る
よ
う
に
裁
判
所

に
翻
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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B A

も　う　害ですね
ここ四川の土手には、春を岱げろつくしが

一面Cでています。

掌典の女の子も、お母さんと袋iCたくさん

とっていました。駒のおかずは、fこまごとじ

だったかな9　　　　3月13日報形

6　日　春の全国交通安全運動（一15日）

役

場

と

町

の

な

り

た

ち

A
　
遠
賀
村
役
場
の
標
札
が
見
え
ま
す

が
、
こ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、

B
　
明
治
2
2
年
ま
で
は
現
在
の
区
の
大

部
分
は
村
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

A
　
そ
う
す
る
と
例
え
ば
、
広

浅
村
と
か
出
生
津
村
と
か
い

っ
た
の
で
す
か
。

B
　
そ
の
通
り
で
す
。
遼
賀
村

と
い
う
の
は
、
玲
門
村
と
浅

木
村
が
合
併
し
た
の
で
す
か

ら
ま
づ
患
田
村
の
方
か
ら
順

を
追
っ
て
の
べ
ま
し
ょ
う
。

思
円
村
役
場

。
明
治
1
7
年
1
月
　
鬼
津
村
六

力
村
（
島
津
、
広
渡
、
今

古
賀
、
別
府
、
尾
崎
、
声

切
、
若
松
は
鬼
津
に
含
ま

る
）
戸
長
役
場
を
鬼
津
丸

の
内
に
展
く
。

o
明
治
2
2
年
5
月
　
町
村
制
実

施今
ま
で
鬼
津
村
外
の
管
諒

に
あ
っ
た
戸
切
は
、
岡
垣

の
方
に
、
現
在
の
上
別
府

延
蓉
式
と
い
う
古
い
番
物
の
中
に
筑

前
国
訳
馬
島
田
二
三
疋
、
庸
二
椴
と

あ
り
、
京
か
ら
太
宰
府
に
行
く
大
路

の
水
駅
を
兼
ね
た
大
朝
が
、
島
津
か

修
繕
を
し
た
が
、
大
正
8
年
再
び

白
蟻
の
た
め
倒
壊
寸
蘭
と
な
っ
た

の
で
、
別
府
高
瀬
四
四
一
三
一
番
地

柴
田
英
次
民
宅
に
一
時
移
転
し
ま

し
た
が
程
な
く
、
旧
伴
、
水
上
虎

雄
氏
方
に
移
転
し
ま
し
た
。

A
　
そ
う
す
る
と
、
浅
木
の
方
は
、

こ
の
通
勤
は
、
広
く
県
民
に
交
通
安
全
思
想
を
暫
及
徹
底
し
、

－
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交

B
　
浅
木
村
の
方
は
町
村
制
実
施
迄
は
一
遍
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

は
浅
木
村
に
屈
せ
し
め
、
穀
に
島

田
村
を
編
成
し
ま
し
た
。

で
は
、
な
ぜ
島
門
村
と
い
う
名
か

つ
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
述
べ
れ
ば
、
長
く
な

る
の
で
極
く
簡
単
に
申
し
ま
す
と
、

若
松
附
迄
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
名
を
村
名
に
し
た

の
で
す
。

。
明
治
2
5
年
1
2
月
　
南
門
村
の
役
場
を

広
漠
字
六
十
歩
に
新
築
移
転

。
同
4
2
年
6
月
　
白
蟻
の
書
を
蒙
り
大

現
中
間
市
の
垣
生
、
士
、
中
原
井
野

及
び
本
町
の
現
浅
木
（
当
時
下
底
井

野
）
虫
生
津
、
木
守
の
戸
枝
役
場
を

中
底
井
野
に
設
け
て
い
た
の
で
す
。

。
明
治
2
2
年
　
町
村
制
実
施
に
よ
り
当

時
の
下
底
井
野
、
虫
生
洋
、
木

守
、
そ
れ
に
商
家
、
花
園
、
尾
倉

を
別
府
区
と
し
て
浅
木
村
に
編
入

し
役
場
を
花
園
八
三
〇
に
お
き
ま

した。

A
　
浅
木
村
の
名
の
お
こ
り
は
、

B
　
渋
木
に
あ
る
お
宮
は
靭
木
の
ち
浅

水
神
社
と
い
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
名
を
と
っ
た
よ
う
で
す
。

A
　
そ
う
で
す
か
、
出
門
栂
と
浅
木
村

の
合
併
が
昭
和
4
0
4
月
1
日
と
き

き
ま
す
か
ら
遠
賀
村
に
な
っ
て
既
に

5
2
年
を
迎
え
る
わ
け
で
す
ね
。

B
　
そ
う
で
す
。
金
婚
式
も
既
に
終
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
こ
で
写

真
の
遠
賀
村
役
場
は
昭
和
6
年
6
月

に
、
今
の
遠
賀
川
郵
便
局
の
あ
る
と

こ
ろ
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

o
陥
和
3
9
年
4
月
　
遠
賀
町
と
な
る
。

o
昭
和
4
7
笹
5
月
　
現
在
の
地
に
、
新

築
さ
れ
今
日
に
至
り
ま
す
。

（
吉
野
千
年
）

運
動
の
重
点

歩
行
者
、
欝
に
子
供
の

交
通
事
故
防
止

二
輪
章
、
自
転
車
の

安
全
利
用
の
促
進

無
謀
連
語
の
追
放

5
6
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

ゆ
っ
く
り
　
走
っ
て
　
み
ま
せ
ん
か

待
ち
ま
し
ょ
う
　
ば
ら
ば
ら
　
ど
き
ど
き

一
人
で
も
∴
ま
ち
ま
す
き
ち
ん
と
　
青
信
号

遮
る
よ
り



第263号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報遠賀」（4）

羅篤学簑篤端月
食、手　7　保　　ま14
等身帳（健　　で日
の長　12室　に（
相等　　カ　　　着火
談測　　月　　　い）

定∴∴児　　　で
下
さ

4月分　し尿くみ取り予定表

大型車くみ取り地区

1（水）　西町、木守

2（木）（東町、浅木の一部

3（金）日勤諦（新翰　　）車重本（束、醐）

4（坤　　　　　　　　！若松、尾崎

骨壷謹言十くみ最盛
14（火）i旧伸（旧3号鮪側）　　日賦

15（水）】遠賀用i　　　　　　一別府、上聞府（商家）

16（木）i遠賀Iii r別称鬼津、千代丸、小脚

17（金）i　遠賀Iii、新町　　　　　　i

18（士）膏罵親水苑）、若松、購

小型車くみ取り地区

彊章二

O型＿1月2回く争取り家庭　　l月2回くみ取り家庭

1（火）日航

乙（売子‾新町

3㍍丁新町、広渋く中細）　i

（金） 新町（ユニード前通り一郎）
別i付

25（土）i　尼崎、今古賀　　　　　　　l　道管、鬼津、若松、松の木

7（月）i尾崎　　　　　　　　i老良

8（，中寺噌末輩連繋台、堂当今故、賦
0（木）；浅木　　　　　　　口蒜二元高：饉喰

7　日　　世　界　保　健　デ　ー

▽
登
録
注
射
料
金

三
千
百
円

。
1
0
時
～
日
時
0
0
分

鬼
津
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

。
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

今
古
賀
公
民
館

0
1
0
時
～
日
時
5
0
分

出
生
津
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

。
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

別
府
公
民
館

0
1
0
時
～
日
時
釦
分

広
漠
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

。
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

木
守
公
民
館

。
9
時
約
分
～
1
0
時

老
良
公
民
館

0
1
0
時
5
0
分
～
1
2
時

浅
木
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

。
1
3
時
3
0
分
－
1
5
時

役
場
窟
前

不
用
犬
引
取
り
ま
す

▽
朔
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
∴
容

▽
料
　
金

狂
犬
病
の
予
防
接
種

ゴ
ミ
収
集
従
業
員
募
集

▽
職
極
及
び
人
員

。
運
転
手
　
1
8
～
3
6
韻
ま
で
の
男
性

1
名

o
作
業
員
∴
5
0
歳
ま
で
の
男
性
　
2
名

▽
給
　
与
。
運
転
手
十
六
万
七
千
円

。
作
業
員
十
五
万
七
千
円

▽
申
込
先
及
び
方
法

履
歴
笹
を
4
月
1
0
日
ま
で
に
、
遠
賀

ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
　
岡
垣
町
野
聞
鵬
の

2
　
璃
話
0
9
3
2
8
（
2
）
O
l
1

8
に
送
付
し
て
下
さ
い
。

乳
　
児
　
相
　
談

個
憫
鰹
衝
圃
蛙
の
網
目
U
謬

妊
▽
期
　
日

▽
崎
∴
問

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
詩
参
晶

∇
内
　
容

▽
料
　
金

婦
　
相
　
談

4
月
7
日
（
火
）

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

産
前
、
珪
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

無
料

4
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表



（5）「広報遠賀」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第263号

新町1860番地の6

園田いづみちゃん

（欝さんの政）
昭和56年1月15日畏

成人式の朝お母さんと同
じ時間に生まれた、いづみ

元気に、やさしく育って

．／アンヨが出来るように

なったらお父さんと一緒に

遊ぼうネ！

旧停（広波1449番地の2）

冨安絵理子ちゃん

（矢憲子さんの敗）
昭和55年12Illl日生

さか子で焦れましたが、

元気いっぱいで育っていま

す。
ふたりのお兄ちゃんにも

まれて悪くなることでしょ

う。

今古賀120の3

石松　穿　く　ん

（姦さんの瑚）
昭和55年9月10日生

私たちの初めての赤らゃ

／し。

大きく生まれたので、こ

のまま大きくたくましく育

ってほしいと願っています

0　日　　婦　人　週　間（一16日）

◇
◇
　
春
期
予
防
接
種

※
予
防
接
種
の
申
込
み
方
法

各
予
防
援
護
の
一
週
間
前
か
ら
前
日

（
当
日
は
だ
め
）
ま
で
に
、
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
保
健
衛
生
係
に
蘭
込
み
を

し
て
問
診
票
と
注
憲
蜜
を
受
領
し
て
下

さ
い
。
問
診
票
と
．
注
意
謡
を
受
領
さ

れ
な
い
と
予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
及
び
B
c
G

∇
期
　
日
　
ツ
反
　
4
月
1
ロ
（
水
）

B
C
G
4
月
3
日
（
金
）

▽
問
診
票
配
付
日

。
ツ
反
　
　
3
月
2
5
日
～
3
月
3
1
日

。
B
C
G
　
ツ
反
の
時
使
っ
た
問
診
票

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
－

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
績
）

▽
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
－
4
8
カ
月
米

浦
児
で
、
一
皮
も
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
と
B
C

G
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼

児

▽
時
　
間

▽
甥
∴
所

∇
対
象
者

。
第
1
期

。
第
2
期

▽
注
∴
慈

▽
接
謡
方
法

。
第
1
期

〇
第
2
期

∇
持
参
品

▽
そ
の
他

◇
◇

受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
種
　
1
3
時
3
0
分
～

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

生
後
2
4
時
～
4
8
カ
月
児

第
1
期
終
了
後
、
1
2
～
1
8

カ
月
経
過
の
幼
児

第
1
期
は
第
2
期
と
の
関

係
上
、
生
後
3
5
カ
月
ま
で

に
終
了
し
て
下
さ
い
。

1
回
の
内
い
ず
れ
か
3
回

4
回
の
内
い
ず
れ
か
1
回

問
診
票
、
母
子
手
帳

生
後
4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼

児
は
、
二
極
混
合
（
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
で
実

施
す
る
尊
も
あ
り
ま
す
。

▽
接
種
方
法

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
按
溺
後

4
8
時
間
お
い
て
判
定
、
陰

性
者
の
み
B
C
G
接
穂

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
（
急
性
灰
白
日
炎
）

接
頭
日
一
問
診
票
配
付
日

計

和

訓

虹

三
響
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ

き
、
破
傷
風
）

4
月
3
日
－
1
4
月
9
日

5

月

l

日

～

5

月

7

円

5
月
2
9
日
～
6
月
4
日

6
月
1
9
日
－
6
月
2
5
日

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

投
与
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月
未

満
児
、
な
る
べ
く
生
後
1
8

カ
月
ま
で
に
受
け
る
こ
と

▽
接
溺
方
法

生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月
の

間
に
6
週
間
以
上
の
間
隔

を
お
い
て
2
回
投
与

▽
持
参
品
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
参
加
者
募
集

広
報
「
遠
賀
」
で
は
、
今
岡
よ
り

新
し
い
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
「
元
気
は

赤
ち
ゃ
ん
」
を
設
け
ま
し
た
。
毎
回

2
－
4
名
掲
載
し
ま
す
。

応
募
は
、
官
製
は
が
き
に
住
所
・

父
母
の
氏
名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
ま
え

と
生
年
月
日
・
織
話
番
号
を
暫
い
て

遠
賀
町
役
場
庶
務
課
「
元
気
な
赤
ら

や
ん
」
宛
お
出
し
ノ
、
だ
さ
い
。
対
象

は
一
年
末
櫛
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。
応

募
さ
れ
た
芯
が
き
‥
は
、
毎
月
2
0
日

（
2
0
日
の
消
印
ま
で
）
に
締
切
り
、

抽
選
の
上
、
翌
月
の
広
報
紙
に
掃
滅

し
ま
す
。
掲
臓
し
た
赤
ち
ゃ
ん
に
は

記
念
写
実
を
差
し
あ
げ
ま
す
。
今
月

に
限
り
筋
切
り
は
3
月
3
1
日
で
す
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
ば
即
し
出
て
下
さ
い

◎
所
在
地
　
福
岡
県
甘
木
両
大
学
馬
脚

2
6
6
1
番
地

▽
名
∴
称
∴
尾
田
毯
地

▽
屈
出
先
　
相
関
菓
1
1
木
両
大
学
小
暇

2
5
7
番
地
、
1
1
木
市
持

田
地
区
土
地
改
良
医

砥
話
0
9
4
6
2
　
（
4
）

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
6
年
4
月
1
5
日

短
歌
へ
の
お
誘
い擦

お
ん
が
短
歌
会
で
は
、
4
月
1
3
日

（
月
）
遠
賀
農
協
会
館
三
階
ホ
ー
ル
で

歌
誌
「
群
炎
」
代
表
中
西
輝
躇
先
生
を

お
招
き
し
て
講
演
会
及
び
歌
会
を
開
き

ま
す
。
当
日
は
直
方
・
中
間
・
芦
屋
か

ら
も
大
鈎
参
加
さ
れ
ま
す
。
午
前
中
講

演
、
牛
後
歌
会
の
予
定
で
す
。

詣
演
内
容
は
、
今
回
は
特
に
初
心
者

向
き
で
、
こ
れ
か
ら
歌
を
始
め
よ
う
と

す
る
方
々
の
た
め
の
お
話
を
し
て
頂
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
御
希
望

の
方
は
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お

誘
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
連
絡
は
木
守
、
白
石
一
夫

館
話
（
3
）
1
2
8
6
へ
ど
う
ぞ
。



4月上期の遠賀町主要行事
日南 ��行恕内容1時．間i難全回　担当課名【目的及び主軸象等i備考 

：闇議捌輔計醸 ���8‥30－17：00i役場産業課 ��産業課i　　I 

」水 車 �� �13‥10－14車中央公民車民課I籠曇諾韻鮨3／31犀ジ 
B　C　G　予防　接種 �13：10－中　日　〃　車ルク廉応授け当 

6 �月 � ��車放し飼いはやめれ ���i詳細は 

7　火 �������：1べ－∴ 

7 �臣＿＿＿＿＿竺＿＿＿⊥＿＿竺＿＿ ��「∴二言∴・ ��〟 �妊産婦　　‾‾‾‾T墓ジ 

出 〔‖木！ i ii ��「狂犬病予防注言的 � �「∴十一 　〃 　　l 

！ 当 �金 �三種混合予防接穂 � � ��生後24－48カ月児 �詳細は 5ページ 

町公職別館福祉諌離籍鷺吾お節掛こ 　i ��� 

廿 ��乳　　児　　相　　談　9：30－　　　役場保雉窒 ���住　民　課 �∴∴「 
定例　民生委員　会　9：30－ ��彼∴∴∴繍 第2余韻婁 �福　祉　課 

4月定例区長会議は期日未定のため後日文辞にて連絡い7－ ����� 

記事の見落しがないよう、すみすみまで良く読みましょう。

交
通
安
全
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
参
加
募
集

▽
日
　
時
∴
間
和
粥
年
4
月
5
日

9
時
0
0
分
媒
合
へ
雨
天
の

場
合
は
中
＝
）

▽
集
合
勘
所
　
中
間
市
垣
生
公
園
（
マ

イ
カ
ー
利
用
の
方
は
市
営
球
場
轍

排
垂
甥
を
使
用
）

▽
参
加
賞
椿
∴
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム

の
一
般
チ
ー
ム

一
チ
ー
ム
2
人
～
5
人

▽
応
募
要
領
　
常
襲
ハ
ガ
寺
に
住
所
、

氏
名
、
宿
命
、
姓
話
番
号
を
記
入
の

士
、
〒
鮒
　
八
臓
西
区
折
尾
4
の
8

の
1
0
　
折
尾
薄
紫
聾
交
通
課
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
係
宛

▽
問
い
合
せ
先
　
0
9
3
（
6
9
1
）

0
3
3
1
内
線
2
6
1

▽
印
込
締
切
　
3
月
3
1
日
ま
で

当
日
弁
当
、
蟹
記
典
醜
行
の
こ
と
。

第
5
回遠

賀
町
田
碁
大
会

広
渡
公
民
館
囲
碁
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ

る
遠
賀
刑
囲
舞
大
会
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
御
参
加
を
お
軟
い
し
ま

す。▽
日
　
時
∴
閥
和
粥
年
4
月
2
6
日
（
日

間
臼
）
8
時
0
0
分

∇
勃
∴
所
　
は
蒲
公
民
館
ホ
ー
ル

Ⅴ
資
∴
精
∴
還
電
即
位
風
光
し
く
は
、

印
肉
勤
務
者

▽
会
∴
批
　
千
五
百
円
（
中
食
含
）

＞
印
込
期
日
　
4
月
2
0
日
ま
で
に
住
所

氏
名
・
衛
諦
悉
高
・
級
段

位
（
自
称
で
可
）
を
次
の

申
込
先
へ
迎
絡
下
さ
い
。

＼
申
込
光
　
広
渡
　
懇
広
新

館
語
　
（
3
）
　
2
8
9
4

役
場
企
画
孤
　
鉱
水
敏
行

綿
密
（
3
）
　
1
2
3
4

水
巻
町
お
か
の
台
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

▽
募
集
戸
数

第
一
稲
∴
約
百
　
（
3
D
K
）

▽
申
込
票
の
配
布
場
所
・
配
布
期
聞

遠
賀
町
役
場
、
水
巻
町
役
場

旧
知
5
6
年
4
月
1
日

－
4
月
7
日

∇
家
∴
倍
ハ
一
力
六
千
円

∇
資
格
諮
査
場
所
及
び
期
間

水
巻
町
役
場
束
別
館

4
月
8
日
∵
（
9
日

▽
抽
せ
ん

公
募
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公

繍
抑
せ
ん
を
4
月
1
0
日
行
う
。

▽
入
居
予
定
　
昭
和
5
6
年
4
月
下
旬

羅
刹
は
、
県
建
築
層
別
課
　
宙
話

0

9

2

（

1

1

3

）

1

2

1

2


